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D-12脂質を標的 としたサル免疫 システムの解明
杉 田昌彦,森 田大輔(京 都大 ・ウイルス研)所 内対応者:鈴 木樹理
細菌やウイルスの感染 において、病原体が産生す る脂質分子あるいは脂質 を含有 した複合分子を標 的とした感染
防御応答が誘起 され ることが明 らかにな りつつある。研究代表者 らはヒ ト病原体(結 核菌やエイズ ウイルスなど)
が宿主生体内で産生するlipidicな免疫標的分子に対す るTリ ンパ球応答の解析を行ってきた。 しか し、一般的な免
疫解析に有用な小動物であるマ ウスや ラッ トはこの免疫 システムを欠如 しているため、その詳細な分子 ・細胞機序
の解 明にはヒ トに類似 した免疫システムを有す る動物が不可欠である。そ こで本研究では、アカゲザル末梢血単核
球 を用い、この免疫応答に関与する分子 ・細胞機序を明らかにする とともに、その制御法 を確立す ることを 目的と
す る。
まず、サル末梢血よ り精製 した単球をマ ウス ・ラッ トへ と免疫 した後、B細 胞を取 り出 し、 ミエ ローマ細胞 との
融合を行 った。 これまでに約4000クローンのハイブ リドーマを単離 し、フローサイ トメ トリーによる一次スク リ
ーニングから270クロー ンのサル単球特異的なモノクローナル抗体を選抜 した。続 いて、Tリ ンパ球応答の阻害抗
体 を探す二次スクリーニングか ら7ク ロー ンのモノクローナル抗体を見出 した、生化学解析 による認識抗原の同定
を進 めた結果、この免疫応答に関わる未知の免疫分子や接着分子の候補を絞 り込んだ。
D-13霊長類 を含む哺乳類の四肢骨形状構造の材料力学的性質 と姿勢運動 との関係
和 田直己,板 本和仁,後 藤慈(山 口大),藤 田志歩(鹿 児島大)所 内対応者:西 村剛
四肢骨 、特 に肩 甲骨の形状 とロコモーションの関係 を明 らかにし、哺乳類の生息域の多様性 とロコモーシ ョンの
関係 から、生息環境の生体におよび影響を明 らかにするのが本研究課題の 目的である。研究は筋 ・骨格系の解剖学
的研究、ロコモーシ ョンの撮影データの運動学的研究を主 として行われる。2011年度までに霊長類 を含めて約70
種の哺乳類の肩 甲骨 を含 めた骨格のCT撮 影、を行った。また肩甲骨の外形計測、周辺の筋についての調査 を行っ
た。有限要素法による応力の算 出作業が工学系の研究者の協力 を得て始 まった。ロコモーシ ョンの撮影は主に動物
園で行っている。動物の運動の展示 を目指 して設 けられたサファリラン ドでは高速走行の撮影 も可能である。ニホ
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ヒ トを含む霊長類のゲノムには、網膜の視細胞に発現 し視覚の分子基盤 となる光受容 タンパク質(オ プシン)遺
伝子以外にも、い くつかのオプシン遺伝子が確認 されてい る。 しか し、それ らが どのよ うな分子的性質を有 し、ど
こに発現 し、視覚以外のどのような生理機能に関わるか、ついては未知の部分が多い。
我々は本研究課題 を開始す る前に、非視覚機能を担 うオプシンOpn5についてニワ トリで解析 を行 い、紫外光感
受性 で網膜のアマク リン細胞 ・神経節細胞に発現す ることを見いだ していた。そこで本随時募集研究課題 におい
て、霊長類 におけるこのオプシンの生理機能に迫るため、網膜における局在を明 らかにすることを目的 とした。マ
ーモセ ッ トおよびアカゲザルの網膜に対 して特異的抗体 を用いた免疫染色実験 を行ったところ、視細胞以外の一部
の神経細胞にシグナルを見いだす ことに成功 した。
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D-16乾 季 に お け る チ ャ イ ロ キ ツ ネ ザ ル の 採 食 パ タ ー ン:果 実 食 と 葉 食 の 異 な る 機 能
佐 藤 宏 樹(京 都 大 ・ア フ リ カ 研)所 内 対 応 者:半 谷 吾 郎
マ ダ ガ ス カ ル 産 霊 長 類 の う ち 、 キ ツ ネ ザ ル 科E〃1召〃解 属 の 食 性 は 、 多 く の 観 察 研 究 お よ び 消 化 管 構 造 か ら 果 実 食
で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 し か し 、 マ ダ ガ ス カ ル 北 西 部 の 熱 帯 乾 燥 林 に 生 息 す る チ ャ イ ロ キ ツ ネ ザ ル は 、 乾 季
後 半 に 日 中 の 果 実 食 割 合 を 大 き く減 ら し 、 五'∬oc捌〃3麗 θ肋 醐g"(ラ ン 科)の 草 本 を 噛 み 締 め て 組 織 液 を 舐 め 取 る
行 動 に 長 時 間 を 費 や す こ と が こ れ ま で の 観 察 か ら 明 ら か に な っ て い る 。 一 方 、 夜 間 は こ の 葉 を 全 く利 用 せ ず 、 果 実
を 中 心 に 採 食 す る 。 こ の 時 期 の 結 実 木 密 度 は 他 の 季 節 と 変 わ ら な い 。 日 中 の 葉 食 と 夜 間 の 果 実 食 の 機 能 を 探 る た
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